
地盤品質判定士通信 No.102 号 

 

地盤品質判定士会、地盤品質判定士補 

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ 

 

地盤品質判定士会 北海道地震対策部会（仮称）立ち上げに向けての活動と 

札幌市主催の住民相談会への参加報告、ならびに御協力のお願い 

 

地盤品質判定士会 北海道地震対策部会（仮称）設立準備会 

幹事 工藤 康雅 

   倉石 謙司 

   八島 優一 

   菊地 朋貴 

 

平成 30 年 9 月 6 日未明に発生した平成 30 年北海道胆振東部地震からすでに 2 か月が経過しましたが、

被害は道内各所に爪痕を残しており、未だ不自由な生活を余儀なくされている被災者が沢山おられ 

ます。その中でも札幌市清田区においては、一部報道で大きく話題となっている里塚地区をはじめ、 

その他の周辺地域でも液状化や地滑り、土の流出等による地盤の変状が発生しており、今まで通りの 

生活に戻る事を望む住民が沢山おられます。 

 

北海道在住の地盤品質判定士として、地盤被災者の救済や行政との連携を模索していく中で、10 月 

初めに札幌市在住の地盤品質判定士有志数名に向けて、国土交通省からの支援可能性の打診も踏まえて、

地盤品質判定士会 北詰幹事長より北海道地震対策部会立ち上げの要請がありました。 

 

その後の活動ですが、 

・10 月 25 日 

地盤品質判定士会幹事の諏訪様、熊本地震対策部会の田尻様に来道頂き、札幌市在住の判定士有志 

3 名と地盤工学会北海道支部の石川教授（北海道大学）を含め 6 名で、地盤品質判定士の活動に関する

キックオフミーティングを開催 

・11 月 6 日 

地盤工学会地盤品質判定士担当理事の小田部様、石川教授と札幌市在住の判定士有志 3 名で 

札幌市役所（建設局土木課）を訪問。 

・11 月 15 日 

 里塚地区住民説明会（札幌市主催）へ参加 

・11 月 16 日 

 石川教授と札幌市在住の判定士有志 3 名で札幌市役所（建設局土木課）を訪問。 

・11 月 18 日 

 札幌市在住の判定士有志 3 名で日曜相談会参加（札幌市主催。清田区住民を対象） 



上記のようなスケジュールで活動を行い、現在に至っております。清田区の被災住民を対象とした 

日曜相談会は 12 月にも 2 度開催予定があり、この相談会にも参加を予定しております。 

       

 

写真：11/18 日曜相談会（札幌市主催・清田区役所にて） 

 

日常業務を行いながら判定士として活動を行っており、非常に慌ただしい中で物事が進んでおりますの

で、北海道在住の判定士、ならびに判定士補の皆様、また、北海道外の地盤品質判定士、ならびに判定

士補の皆様におかれましては、今行っている活動の十分な周知ができていない事を心よりお詫び申し上

げます。また、この活動を皮切りに北海道においても地盤品質判定士の活動が活発化していくことを期

待しています。住民相談会の相談員や被災実態調査の実施に参加できる判定士・士補がいらっしゃいま

したら、是非ご連絡を賜りたいと思います。 

参加方法・頻度等はそれぞれができる範囲でお願いしたいと考えています。 

御協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

下記の連絡先まで、連絡お待ち申し上げております。 

地盤品質判定士会 北海道地震対策部会（仮称）設立準備会 担当幹事：工藤まで 

連絡先（メール）：kudo@h-doshitsu.co.jp   連絡先（電話）： 011-841-1466 

 

2018 年 11 月 22 日 地盤品質判定士協議会事務局 
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